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令和４年度 第1回豊橋市図書館協議会 会議要録 

日時 令和４年５月26日（木） 10:00～11:00 

場所 豊橋市中央図書館 集会室  

委員 出席定数12名 9名出席 

事務局 6名 

議事 議題 

（１）図書館協議会の開催方法について 

報告事項 

（１）令和３年度図書館利用状況（速報値）  

（２）令和４年度豊橋市図書館資料収集方針 

（３）令和４年度主要事業 

（４）「子供の読書活動優秀実践図書館 文部科学大臣表彰」受賞につ

いて 

配付資料 議題 

（１）図書館協議会の開催方法について  

報告事項 

（１）令和３年度図書館利用状況（速報値）  

（２）令和４年度豊橋市図書館資料収集方針 

（３）令和４年度主要事業 

（４）「子供の読書活動優秀実践図書館 文部科学大臣表彰」受賞につ

いて 

 

 

＜議事概要＞ 

議題 

（１）図書館協議会の開催方法について 

（事務局） 

本日の会議は、委員の半数以上の出席があり、会議は成立している。 

事務局より、配付資料に基づき説明。 

 

【委員】 

１か２のオンラインを取り入れる方法がありがたい。勤務先はこの方法で行っているが、

事務局に負担はないか。 
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（事務局） 

事前にオンラインか参集かを確認させていただければ、負担にならず可能である。 

 

【委員】 

私もオンライン参加ができるとありがたいが、運用上の問題はあるか。 

 

（事務局） 

昨年度一度行っている。事前に事務局とオンライン参加の委員間での設定の確認をすれ

ば問題はなく可能である。 

 

【委員】 

２がいいと考える。顔を合わせることにより話が弾むことがあるので、原則参集とする

べきだ。 

 

【委員】 

私も同じ意見だ。 

 

【委員】 

伝達する内容のみであれば、オンラインで行えばいいと思う。 

 

【委員】 

どちらにも利点がある。原則参集するべきで、都合が合わないときはオンラインで参加

できるとありがたい。昨年度オンラインで行った際、意見を記入する方法は、表現しやす

い方法であった。 

 

（事務局） 

多くの委員に参加し意見していただきたいため、原則参集としつつも、オンラインも取

り入れた形で行っていきたいと考えている。  

 

【委員】 

２でいいと思う。 

 

【委員】 

昨年度オンラインで行ったが、話に広がりがないように思う。原則参集としてほしい。 
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【委員】 

欠席者の意見を確認したうえで、次回以降協議会の開催方法を決定させていただくとい

うことでよろしいか。 

 

  

（了承） 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 

（１）令和３年度図書館利用状況（速報値） 

事務局より、配付資料に基づき説明。各委員より以下の意見・質問があった。 

 

＜質疑応答＞ 

【委員】 

まちなか図書館開館により入館者、貸出冊数が増えていることは、いいことで、また中

心市街地の活性化にもつながっているように思う。 

 

【委員】 

過去3年分のレファレンス件数を教えてほしい。 

 

（事務局） 

令和３年は1,656件、令和２年度は1,410件、令和元年度は2,111件である。コロナ禍にお

いて利用数が減り、持ち直している状況である。 

 

【委員】 

まちなか図書館の利用者は中高生が多いと思うが、各図書館の利用者の年齢構成を教え

てほしい。 

 

（事務局） 

数値データについては次回に回答できると思う。 

まちなか図書館については高校生等若い方の利用が多い印象である。昨年度５千人を超

える利用者登録があった。 
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（２）令和４年度豊橋市図書館資料収集方針 

 事務局より、配付資料に基づき説明。委員より以下の意見・質問があった。 

 

＜質疑応答＞ 

【委員】 

子どもの興味をひく外国語の児童書を充実させてほしい。司文庫の収集方法を教えてほ

しい。 

（事務局） 

司文庫は、寄付いただいた司氏の意思を受けて美術書や百科事典、絵本については国際

的に評価されている本を収集している。 

今後の収集方法は司文庫基金運営委員会において検討していくことになる。 

 

（３）令和４年度主要事業 

事務局より、配付資料に基づき説明。委員より以下の質問があった。 

 

＜質疑応答＞ 

【委員】 

郷土資料に関連し、今年度150周年を迎える学校が多い。調べ学習コンクールに参加する

にあたり、図書館に小学生でもわかる校区を紹介する本があるか。 

（事務局） 

小学生にもわかりやすい子ども用の本は少ないが、「とよはしアーカイブ」で歴史、偉

人をネットで見ることが可能であり、子どもでもわかりやすい教育委員会発行の「郷土豊

橋を築いた先覚者たち」、広報広聴課発行の「知るほど豊橋」シリーズや「豊橋百科事典」

がある。さらに、図書館の郷土コーナーには校区ごとに１００周年記念誌がある。 

また、夏に調べ学習コンクールの作品展示や相談会を行っている。 

こういったものを活用していただきたい。 

 

（４）「子供の読書活動優秀実践図書館 文部科学大臣表彰」受賞について 

事務局より、配付資料に基づき説明。委員より以下の意見があった。 

 

【委員】 

以前も、読み聞かせボランティアによる「おはなし会」について受賞したが、今回も受

賞されて素晴らしい。 

 

 

 

 


